
山地の林縁に生える高さ0.5-1.3mの落葉低木。若枝はやや扁平。葉は互生し、紙質、葉柄は長さ1-2mm

になり、ほとんど無毛。葉身は楕円形または長楕円形、縁に長さ0.5mm内外のふそろいな毛をもつ微小な

鋸歯があり、基部は円形または浅心形、両面にややかたい毛を散生する。6月中旬から7月下旬、新枝の先

に長さ5-15cmの総状花序を伸ばし、多数の花を下向きに開く。

氷ノ山での確認記録があるが、その後生育が確認され
てない。

現状の把握が必要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久（県外で撮影）

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ツツジ科

兵庫県ランク…ハナヒリノキ
環境省ランク… －Leucothoe  grayana  Maxim. var. grayana


